
◆申請者情報

　氏名・団体名 文化　太郎

　芸名・雅号 ぶんちゃん

　生年月日（個人の場合） 20○○年○月○日

　統括団体確認証番号（個人の場合） ○○協会　1234

　住所 東京都千代田区霞が関○丁目○番○号

　電話番号  03(１１１１)２２２２

　メールアドレス ・・・・@・・・.・・.jp

　振込口座情報  ○○銀行○○支店　口座番号12345678

◆事業概要
　分野 演劇

☑　A-①
☐　A-②
☐　B
☐　共同申請

　事業名称 コロナ後に向けた技能向上

　活動の目的と内容（全体概要）

自粛終了後の８月に開催予定のオンライン公演に備え，さらなる技
芸の向上を目指し，自主稽古を継続する。PRのため，事前に自分
の実演を撮影した動画をネットで公表する。さらに，新型コロナウィル
ス感染拡大予防対策のための研修会に参加する。

　事業実施期間 2020年8月1日～8月15日

　活動内容
☑　過去の公演の動画配信
☐　活動実績をまとめた冊子の作成、配布
☐　CMやPR動画等の制作、配信
☐　公演、展示のチラシの作成、配布
☐　・・・・・・・
☐　その他

　　　　　活動及び経費の内容説明
オンライン公演に向けたPRのため，実演の動画をネット配信する。動
画撮影用にビデオカメラのバッテリーやメモリーを購入（１万円）す
る。映像制作会社に編集を委託（2万円）する。

　　　　　活動経費 消耗品費　　　　　10,000円
雑役務費　　　　　20,000円
※審査の過程において，必要に応じて対象経費の内訳の提出を求める場合があります。

　申し込み区分

                                                                      入力事項（募集案内P18）記入イメージ
                                                                    （オンライン申請画面は開発中）

　（１）①国内外の観客、
　　　　参加者等の回復・開拓

A-① 個人向け 上限額：20万円



☑　技芸の研鑽のための自主稽古
☐　技能向上を目的としたリサーチ
☐　技能向上に関係する資格取得
☐　活動再開のトライアル公演
☐　・・・・・・・
☐　その他

　　　　　活動及び経費の内容説明 稽古場所（２万円）を賃借して，自主稽古を実施する。

　　　　　活動経費 借損料　　　　　　２0,000円
※審査の過程において，必要に応じて対象経費の内訳の提出を求める場合があります。

☐　動画配信サイト等を通じた無観客等公演（★）
☑　インターネットを活用した技芸の研鑽のための共同稽古（★）
☐　会員向け相談窓口の設置、ＨＰの開設等（★）
☐　・・・・・・・
☐　その他

　　　　　活動及び経費の内容説明

8月の所属団体主催のオンライン公演に向け，他の団員15名ととも
に共同稽古を計６回実施する。稽古は，感染防止に配慮し同会
場には集まらず，各々が場所を借り，インターネットでつないで実施
する。稽古場所（２万円×６回）を賃借し，練習用の衣装を購入
（３万円）する。

　　　　　活動経費 借損料　　　　　　 120,000円
消耗品費　   　   　30,000円
※審査の過程において，必要に応じて対象経費の内訳の提出を求める場合があります。

☐　雇用契約案の作成、電子化（★）
☐　会計処理に関する講習会の参加
☐　会計システムの近代化（★）
☐　行政手続き等に係る書類作成のノウハウ習得
☐　・・・・・・・
☐　その他

　　　　　活動及び経費の内容説明 ―

　　　　　活動経費 ―
※審査の過程において，必要に応じて対象経費の内訳の提出を求める場合があります。

☑　感染症対応のための研修会

☐　新型コロナウィルス感染拡大予防対策の新たな座席配置に応じ
た作品、演出

☐　公演実施に係るマニュアルの作成

☐　感染症対応のトライアル公演

☐　消毒その他感染症対策のための取組

☐　・・・・・・・

☐　その他

　　　　　活動及び経費の内容説明 新型コロナウィルス感染拡大予防対策のための研修会に参加（1回５万円）する。

　　　　活動経費 雑役務費　50,000円
※審査の過程において，必要に応じて対象経費の内訳の提出を求める場合があります。

　　　対象経費の計 250,000円

　　　補助金申請額 200,000円

<自動計算>

<自動計算>

　　（１）②活動の継続・再開
　　　　のための公演・制作方法
　　　　等の検討・準備・実施

　（１）③雇用契約の明文化
　　　　等の経営・ガバナンスの近
　　　　代化

　　（２）（１）の取組と併せ
　　　　て行う、業種ごとの新型コ
　　　　ロナウイルス感染拡大予
　　　　防ガイドラインに即した取
　　　　組例

ICT活用なし

ICT活用あり


